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彦
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身
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学
長
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Ｏ
法
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親
学
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事
長
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法
（
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
教
授
）
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伴　

子
（
国
際
日
蓮
学
研
究
所
研
究
員
）

椿　
　
　

正　

美
（
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
非
常
勤
講
師
）

望　

月　

海　

慧
（
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
教
授
）

編
　
集
　
委
　
員

長　

又　

高　

夫

【
編
　
集
　
後
　
記
】

　

身
延
論
叢
第
二
十
四
号
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

本
号
は
浜
島
学
長
の
退
職
記
念
号
と
な
り
ま
す
。

　

浜
島
先
生
は
平
成
二
十
二
年
に
身
延
山
大
学
学
長
に
就
任
さ
れ
、
併

せ
て
身
延
山
大
学
仏
教
学
会
会
長
も
お
務
め
頂
き
ま
し
た
。

　

浜
島
先
生
が
大
学
の
維
持・

発
展
の
為
に
尽
力
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
、

本
号
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
最
終
講
義
録
か
ら
お
分
り
頂
け
る
と
思
い

ま
す
。
長
年
に
わ
た
り
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
本
号
に
は
平
成
三
十
年
十
月
二
十
三
日
に
身
延
山
大
学
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
身
延
山
大
学
公
開
講
演
会
の
講
演
録
一
篇
と
、
論
文
三
篇
、

研
究
余
滴
一
篇
を
掲
載
し
ま
す
。

　

当
該
講
演
会
は
親
学
会
を
立
ち
上
げ
ら
れ
た
益
田
晴
代
氏
が
、
子
育

て
の
重
要
性
、
な
か
で
も
胎
教
の
重
要
性
を
、
ブ
ッ
ダ
の
生
母
と
養
母

を
例
と
し
て
お
話
し
頂
い
た
も
の
で
す
。

　

引
き
続
き
会
員
諸
氏
か
ら
の
投
稿
を
鶴
首
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
奮
っ

て
ご
投
稿
く
だ
さ
い
。


